
平

安

時

代

記

録

語

の

性

格

の

||
「
夜
前
」

を
め
ぐ
っ

て

ili

序

説

記
録
語
の
性
格
を
論
ず
る
に
先
立
ち 、
本
稿
で
の
記
録
語
の
定
義
を
示
し
て

(
l)

 

お
く 。
記
録
体
の
文
章
に
特
有
の
語
で 、
記
録
体
の
性
格
を
典
型
的
に
表
わ
す

意
味
を
担
う
諮
で
あ
る 、
と 。
た
だ
し 、
記
録
体
は 、
現
在
ま
で
に
明
確
な
文

(
2)

 

体
と
し
て
具
体
的
に
十
分
説
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い 。
そ
れ
で 、
語
設

に
つ
い
て
も 、
積
々
の
語
に
つ
い
て
記
録
体
の
成
立
を
根
拠
づ
け
る
意
味
を
考

え
る
乙
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る 。
本
来 、
記
録
体
の
文
章中
の
語
は 、ど

の
語
に
せ
よ
記
録
体
の
性
格
に 、
何
が
し
か
の
程
度
参
与
し
て
い
る
も
の
で
あ

る 。
そ
の
程
度
の
高
い
語
が 、
い
わ
ば
典
型
的
な
記
録
語
と
し
て
記
録
体
の
成

立
を
根
拠
づ
け
る
と
と
に
な
ろ
う 。
そ
の
よ
う
な
語
を
教
え
て
く
れ
る
考
察
の

(
3)

 

視
点
の一
つ
は 、
漢
文
や
和
文
と
の
比
較
で
あ
る 。
記
録
体
の
成
立
の
背
景

に 、
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
か
ら
で
あ
る 。
記
載
形
式
は
漢
字
文
で
あ
り
な

が
ら
漢
文
で
な
く 、
漢
語
を
含
む一
方
で
和
語
を
も
用
い 、
漢
文
の
語
法
と
同

時
に
和
文
の
そ
れ
を
も
併
用
す
る
と
い
う 、
一
義
的
に
は
律
し
得
ず 、
他
の
文

休
と
の
係
わ
り
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
混
清・
雑
種
性
が 、
基
本
的
に
指
摘
さ

れ
る
と
と
で
あ
る 。
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好

英

藤

筆
者
は 、
さ
き
に 、
以
上
の
視
点
か
ら
漢
字
「
別」
を
含
む
語
を
取
上
げ 、

記
録
語
は 、
そ
の
内
容
と
し
て
漢
語
や
和
化
漢
語
「
漢
語
と
同
形
な
が
ら
意
味

を
異
に
す
る
も
の、
用
法
が
ち
が
う
も
の、
そ
れ
に
和
製
談
話
を
含
む) 、
さ

ら
に 、
和
語
を
被
修
飾
語
と
し
て
漢
語
「
別」
を
連
体
格
に
用
い
た
記
録
体
特

ペ
テ

(
4)

有
(
別
の
ー
と
な
る)
の
形
の
三
者
を
含
み
も
つ
こ
と
を
述
べ
た 。
語
染
を
体

系
的
に
捕
え
る
た
め
に 、
同一
の
漢
字
を
含
む
語
群
を
取
上
げ
類
別
し 、
そ
の

性
格
を
考
え
た
の
で
あ
る 。
遠
心
的
外
延
的
に 、
記
録
体
の
性
格
を
外
側
か
ら

究
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る 。

本
稿
で
は 、
以
上
の
方
法
と
は
逆
に 、
一
語
の
吟
味
を
通
じ
て
記
録
語
の
性

格
を
考
え
よ
う
と
思
う 。
求
心
的
に
記
録
語
の
内
包
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る 。
扱
う
語
は 、
昨
日
の
夜
の
意
の
「
夜
前」
で
あ
る 。
な
お 、

時
代
は
平
安
時
代
に
焦
点
を
据
え
て
考
え
る 。
以
下 、
ま
ず
は
「
夜
前」
が
記

録
語
で
あ
る
ζ
と
を
述べ 、
次
に 、
そ
の
性
格
を
語
義・
単
語
の
結
合・
位
相

の
三
点
に
つ
い
て
論
じ 、
最
後
に 、
記
録
誇
の
性
格
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
と

と
す
る 。



「
夜
前」

の
分
布
と
そ
の
意
味

記
録
体
の
文
章中
に
「
夜
前」
が
数
多
く
指
摘
さ
れ
る
と
と
を 、
ま
ず
示
そ

・つ。①
(
藤
原
頼
行)
申
云 、
権
帥
去
晦
日
夜
前 、
自中
宮
道
順
朝
臣
相
共
向

愛
太
子
山 、
歪
頼
行
向
山
脚
罷
帰
了

小
右
記

長
徳
二
・
五・
二

②

参
内 、
依
夜
前
仰 、
献
自
抄
漢
書
伝
三
峡
十
巻

権
記

克
弘
四・

六・
一

③

早
日一
下
人
云 、
白
夜
前一
品
宮
有
御
産
気

左
経
記

長
元
七・
七

一
七

④

辰
魁
許
参
博
隆
殿 、
若
宮
従
夜
前
殊
令
苦
給
之
故
也

水
左
記

承

保
四・
九・
五

⑤
(
殿
下
御
服
者
除)

予
不
行 、
御
服
帯
夜
前
被
脱
由
風
間
云
々

後

二
条
師
通
記

寛
治
四・
三
7
五

⑤

次
第
如
夜
前 、
出
御
対
南
面

中
右
記

嘉
保
二
・」ハ・
二
七

⑦

夜
前
北
政
所
渡
御
大
宮

殿
暦

康
和
五・
九・
三
O

③

令
検
非
違
使
尋
火
根
元
者 、
件
火
夜
前
今
朝
二
笛
度
也

永
久
元
年

記
⑤

依
夜
前
大
殿
御
消
息
旨 、
帰
路
道
問 、
令
使
者
告

台
記

保
延

二-
一
一
・
八

⑮

自
夜
前
被
宿中
宮
御
方
也

山
棟
記

仁
平
二
・
五・
一
八

⑪

今
朝
自
字
治
使
者
来
語
云 、

岡制
左
大
臣
殿
姫
君
頓
死

兵
範
記

仁
平
三・
四・
二
八

⑫

兼
光
来
申
云 、
今
日
定
事 、
夜
前
俄
被
仰
下
即
下
知
官

応
二
・
二
・
二一

平安時代の記録語の性格

玉
葉

嘉一

⑬

法
王
御
臨
終
之
儀
更
無
逢
乱 、
夜
前
成
時
許
被
奉
渡
御
仏 、
其
後
御
念

仏 、
遂
如
眠
令
終
御
云
々

明
月
記

建
久
三・
三・
一
三

右
に
示
し
た
例
の
外
に 、
各
作
品
と
も
多
く
の
例
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る 。

以
上
に
よ
っ
て 、
「
夜
前」
が
記
録
語
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
が 、
そ
う
と

確
認
で
き
る
た
め
に
は 、
漢
文
や
和
文
に
は
見
出
せ
な
い
乙
と
を
確
か
め 、
さ

ら
に 、
「
夜
前」
と
同
じ
意
味
の
表
現
を
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る 。

渓
文
に
つ
い
て 、
「
夜
前」
の
例
は 、
管
見
で
は
次
の
二
例
だ
け
で
あ
る 。

⑭

貌
将
王
粛
劉
泉
攻ニ
粛
誕-
甚
急 、
帝
為ニ
偏
帥-
独
硲
請ニ
先
進一 、
街レ

枚
夜
前 、
失レ
道 、
望下
見
如中
持二
両
矩-
者土 、
随レ
之

〔
南
宋

梁
武

帝
記〕

⑬

魚
竜
吹
雨
三
更
後 、
星
月
憐
人
午
夜
前

〔
李
士
隣
詩〕

前
者
は
『
侃
文
韻
府』・
『
大
漢
和
辞
典』
に
見
え 、
「
夜
進
む」
怠
で
あ
る 。

ふ〈

枚
と
は
形
が
箸
の
よ
う
で
両
端
に
純
が
つ
い
て
お
り 、
口
に
衡
ん
で
純
を
頭
の

後
で
繋
ぎ 、
言
葉
を
発
す
る
の
を
止
め
る
も
の
で
あ
る 。
「
昨
夜」
の
意
味
で

は
な
い 。
後
者
の
例
は 、
『
伺
文
部
府』
花
見
出
せ
る
も
の
で
あ
る
が 、
三
更

後
に
対
し
て
午
夜
前
と
な
り 、
午
夜
即
ち 、
夜
の
十
二
時
真
夜中
の
前
の
窓
で

あ
る 。以

上 、
字
面
で
は
「
夜
前」
で
あ
っ
て
も 、
「
昨
夜」
の
怠
味
で
は
漢
文
に

例
が
な
い
と
わ
か
る
の
で
あ
る 。
漢
文
に
な
い
ζ
と
を
反
映
し
て 、
日
本
人
が

作
っ
た
漢
詩
文
に
も
「
夜
前」
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る 。

和
文
に
つ
い
て
調
べ
る
と 、
次
の
作
品
群
に
は
指
摘
で
き
な
い 。
と
の
場

合 、
後
世
の
辞
書
に
み
る
「
や
ぜ
ん」
の
訓
み
で
は
勿
論 、
「
よ
(
る)
の
ま

へ
・
さ
き」
の
形
で
も
見
出
せ
な
い 。
「
夜
前」
は 、
和
文
に
も
無
縁
の
語
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。
作
品
群
は
次
の
通
り
で
あ
る 。

竹
取
物
語・
伊
勢
物
語・
大
和
物
語・
土
左
日
記・
か
げ
ろ
ふ
日
記・
落
窓
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物語・
枕草子・
源氏物語・
紫式部日記・
和泉式部日記・
四条宮下

野集・
大鏡・
堤中納言物語・
筆物語・
狭衣物語・
夜半の寝覚物

語・
更級日記・
讃岐典侍日記

歌についても同様見出せそうにない 。
万葉集・
古今集・
後援集・
詞

花集・
山家集の他 、
『国歌大観』
の各句索引についてみてそうなの

である 。
とζろで 、
平安時代の文章には 、
漢文・
和文に加えて 、
片かな交

り文のあるζとが想起されなければならない 。
片かな交り文を代表

する『今昔物語集』
には 、
全体で三五例の「夜前」
が指摘されるの

である 。
会
話文・
地の文それぞれの例を一
例ずつ一一小そう 。

⑬
従者ヲ呼テ 、「去来 、
夜前ノ所-一
行テ尋テ見ム」
ト云テ

二七の釘

⑫
夜半許ニ 、
夜前ノ如ク 、
多ノ馬ニ
乗レル人来ヌ 。

44・qu

 

各巻どとの分布の様相は 、
次の通りで一
O巻まではない 。

一
三の

会 地 巻
計 話文 の文中中 次

11 
12 

1 1 I 13 
5 3 2 14 
2 2 15 
4 2 2 I 16 

17 
5 3 2 19 

20 
17 10 7 

計

22 
23 

4 3 1 I 24 
2 2 25 
3 2 1 I 26 
a つ つ つ'7

しかしながら 、
他の片かな交り文には無
さそ
うで
ある 。
観智院本

『三宝絵』
や『打開集』『百座法談間金田抄』
には 、
指摘できないので

怠りヲ令。

以上によって 、
「夜前」
は漢文や和文では佼われ
ず 、
記録体の文

章でだけ普通に用いられているとわかった 。
同時に 、
片かな交り文

の『今昔物語集』
にも指摘されたのである 。
乙の『今昔物語集』
に

用例が見える乙とは 、
当初の漢文・
和文との対比という視点の設定

から食み出た 、
記録体の文章と片かな交り文との関係という新しい

(
5)

 

問題を提起するものであり 、
別に考えなければならないが 、
本稿で

は 、
それを確認するだけにとめたい 。

38 

「夜前」
の意味

乙乙で「夜前」
の意味内容を明確にしておくとととする 。
先に示

したように 、「夜前」
は昨日の夜・
昨夜の意の語とされているが 、

古辞書に既にそうとある 。『文明本節用集』
に(夜)
前とみえるの

が最も早いが 、
意味が明らかなのは『目指W辞書』(日仏辞舎による)

に 、
次のようにあるのが最初である 。

JE
守
口・

寸
点
v、
(
ω

丘三
口
D
UB-

-中
hf
\
叫
)

円、
担
ロ
E
X
唱曲凶凹
巾0・
}
白
ロ
ロ←門
司ロ山
口
市
仏
間
口門
司・

1
111
1

4ん

|川川つ
川け
斗川U引いU

同じ時
期の『落葉集』
にも(夜)
前

ω

m

m

却

幻
一小
計一
総
計一

1

lili--li--γ|一

とあるが 、『運歩色葉集』
にはな
え

u
2

一
7一4
一

Ill11111「ートハド一

下って『易林本節用集』
にもみえ 、

ド
ー

し

仕一

『書言字考節用集』
や
『閲例節
用

U
3

一
8一5
一

集』『和英語林集成』
に
も
採られて

-
4i
一
qu
一

11
111
1
卜l「
|一

いる 。
これらの
記
述を総
合した体

で 、
『大言海』
では「やぜん」
と
訓み 、「昨日の宵」
とし 、「よべ・

ゅうベ・
前夜・
前宵」
を類義語として
あげる 。『大日本国語辞典』

でもほぼ同じで 、「前日の夜」
と
して「よベ・
前夜・
昨夜」
をあげ



平安 時 代 の記録語 の性格

ている 。
両者の記述で一
つ注意される乙とがある 。『大言海』に「前

宵」
とある時 、
宵には夜に入って間もない頃 、
初夜や初更の意もあ

り 、
日没から日出までの聞を意味する夜との間に差があり 、
範囲が

狭く 、
それが「夜前」
の意味にどう関係するの
かということであ

る 。今 、
『今昔物語集』
の用例について
考える 。
巻二七の幻
話を取上

る 。
話は 、
中大夫なる主人公が 、
見失った馬を探して山中に入った

時 、
狐が極に変じて惑わしたとい
うので
ある 。
ζの事件があった

のは「日暮暴テ夜ニ
成テ」
後で 、「然テ夜明ニ
ケレパ」
とあって 、

日暮から夜明けまでの間である 。
それを「夜前ハ
此/奴ノ迷ハシケ

ル也ケリ」
と思い返すのである 。
他の
話で「夜」
とだけあって「夜

前」
に対応させている場合も多い 。
対応する時間が割合はっ
きりし

ているのは 、
次のような表現の
時で
ある 。「夜前 、
成ノ時許」(一

五の円相 、
二六の口) 、「夜半許」(一
三の弘 、
二五のロ 、
二六のη) 、

「夜モ
深更ヌレパ」(二七の処) 、
「夜打更クル程ニ」(二七のお)
な

どである 。
以上 、「夜前」
とは 、
昨日の夜 、
日暮から日出までの聞の全体 、

ないしは一
部を指すのである 。「夜前」
は宵をも含むのである 。

記録体の文章中の例も 、
右のまとめと喰違うものはなく 、
文章の

性格上 、
より正確な時聞が示されているものもある 。

夜前火事(殺麿
永久五・一
0・
三O)
の前日二九日の条には 、

引制剖三条烏丸有焼亡とみえるのである 。
乙のような表現に指摘で

きる時刻には 、
酉刻・
成刻・
亥時許・
寅時・
知時がある 。
酉刻と知

時とがあって 、
暮六つ以後明六つまでの間だとわかるのである 。
結

局 、「夜前」
の指す夜の範囲は 、
日暮から夜明けまでの間の、
全体

ないしはその聞の一
部である 。

なお 、「夜前」の意味に関連して 、
日暮から夜明けまでの悶を「夜

前」
と表現できる時間帯を確かめておこう 。

『今昔物語集』
の三五例についてみると 、
次のように五通りに分

けられる 。
一
早朝
リ比例

「明ル
朝」「夜モ明ヌレパ」「夜明テ」「未ダ朝」
などの表現によ

ヲ令 。
二
日中
9例

「次ノ日」「明ル日」「巳ノ時」
などとみえる表現による 。

三
夕方
6例

「夕暮」「夕方ニ
成テ」「申ノ時」
などの表現に基づく 。

四
夜
5例

「今夜」「次ノ夜」「夜半許」
などとあるのによる 。

五
不明
1例

日出から日暮までの聞での表現が大半を占め 、
夜半を過ぎての場合

は見当らない 。
日出は 、「夜前」
が指す時間帯の
後 、
最初の自由で

ある 。「夜前」
は 、
一
昨夜には対応しないのである 。

かくて 、
「夜前」
は 、
夜明け後日暮までを主と
して夜半に至るま

での聞に行う 、
その前最初の日暮から夜明けまでの全体 、
ないしは

一
部の時間を指す表現と考えられるのである 。

漢
文
・

和
文
に
お
け
る

「
前
夜
」

に
対
応
す
る
表
現
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「夜前」
を用いない漢文や和文では 、「夜前」
の意味内容をどのよ



うな語によって表わすのだろうか 。

漢文では 、「昨」
の下に「夜・
宵・
晩・
タ・
暮」
のつ
い
た熟語が

用いられる 。

①
昨夜宿ニ南陵二
今旦入ニ藍洲-
〔飽照
遷レ都道中作詩〕

②
昨宵夢侍レ門 、
手取ニ速一環一持
〔斡愈
送ニ張道士-詩〕

①
昨晩南行楚 、
今朝北深河
〔窪穎
脱入=作水一
詩〕

④
昨夕己許一一臣留-
〔唐書
李綱伝〕

⑤
昨悲同為レ人
〔陶潜詩〕

例は『伺文韻府』『大漢和辞典』
を参照した 。「昨夜」
は割に
多く見

出せる語である 。

⑤
信行昨夜昏時気絶寺僧位問
〔冥報記
上〕

日本で作られた漢詩文でも 、「昨夜」
の例は指摘される 。

⑦
諸天報云一
仙命終己七日 、
一
仙昨夜命終

法華義疏
方使

品末
③
三人共同レ夢而奏言 。
聞剖夢之有二
貴人一議日 。

日本書紀

五
祭神紀

「履中紀」
にもみえる 。

⑨
昨夜竜雲上 。
今朝鶴雪新 。
経国集
二ニ
楊秦師詩

以上で 、「夜前」
が見出せない漢文では「夜前」
に対応する表現に 、

五つあると知られるのである 。

なお 、
右の事実からは 、「夜前」
が大まかで概括的で
ある
と考え

られるととを言い添えてお
きたい 。
すなわち 、「昨」
の下接の漢字

(
6)

 

は 、
それぞれ独立して次のような意味を
もっ 。「晩」
は臼が片寄っ

たタぐれの窓を 、「暮」
は日が箪の中にあって日ぐれの意を 、「タ」

は日がくれ月が将に現われようとする意 、「宵」は夜半前の意 、「夜」

は月が明るい時の意を 、
それぞれ内容とするのである 。「夜」
が最

も広い時間的幅をもつのである 。「夜前」
に対応する五つの漢詩は 、

乙れらの意味を温存したまま「昨」
の意を附
け加えてい
るのであ

る 。
夜をいくつかに分節している漢語に対して 、
日暮から日出まで

を全部または一
部指す「夜前」
が 、
大まかだと考えられる理由であ

る 。
もっとも 、
このことが確実に言えるには 、
記録体の文章で「昨

夜」
の類義語が「夜前」
だけであるととが述べ
られなければならな

い 。
結論だけを言えば 、
記録体特有語としては「夜前」
以外に確か

にないのである 。
しかし 、「昨暮・
昨夕・
昨夜」
などの
漢語をはじ

め 、「去夜・
去タ・
昨日夜」
や和語「夜部・
夜」
など
を類義語とし

て用いているのである 。
つ
い
ては 、「夜前」
の大まかさは 、
語自体

のもつ基本的性格として考えられなければならないζとを確認して

おきたい 。
記録体の文章では 、
夜を分節した表現は漢語に依存する

と推察されるの
で
ある 。
なお 、「夜前」
と類義の表現に関しては 、

記録語の外延的考察につながり 、
別に考えたいと思う 。

次に 、
和文の場合はどうであろうか 。「夜前」
と類義が認められ

るのは「よベ・
よんべ・
乙よひ・
ゅうベ」
の四語である 。「よんベ」

は「よベ」
の転で 、
よべが普通に
用い
られる 。
例を一不す乙ととす

る 。⑬
つとめて御前に参りて啓すれば 、「さることも問えざりつる

ものを 。
よベのことにめでていきたりけるなり・・:」
とて笑は

せ給ふ 。
枕草子
六

@
人々
「よべみやられしひは 、
しか乙と乙としきもみえざりし

を」
といふ 。
源氏物語
手習

⑫
春宮にまゐりたりつるかととはせ給へば 、
よベの消息くはし

40 



平安時代の記録認の性格

く申させ給にさら也
大銑
左大臣師号ノ

⑬
よベの御贈物 、
今朝ぞ心のどかに御覧ずれば

花⑬
又の日よべの名残めつらしく心にかかりておほゆるにも

岐典侍日記

⑬
よんベのうなゐもがな 、
ぜにとはん
土左日記

⑬
雨ざはり常する君は久方のよんベの雨に懲りにけむかも

古今六帖
五

⑫
それがもとよ
り 、「乙よひ夢になん
見え給ひつる」
といへ
り

ければ

伊勢物語
百十

⑬
いたう降り明かしたるつとめて 、
宮「乙よひの雨の音は 、
ぃ

とおどろおどろしかりつるを」
などのたまはせたれば

和泉

式部日記

⑬
玉「かう心憂ければζそ 、
ζよひの風にもあくがれなまほし

く侍りつれ」
と

源氏物語
野分

@
タベよりは御衣どももさわやかに見えて

堤中納言物語

「ゅうベ」
は右の一
例だ
けで
ある 。
ζの語は 、「よベ」
の延「ょう

ベ」
の転であるが 、
右の例は異
本に
みえ 、
乙の例を教える『俗語

考』『大言海』『大辞典』
では 、
他に『源平盛衰記』
の一
例を掲げて

いるに過ぎないζとから 、
後世の誌ではない
かと思われる 。「とょ

こん
や

ひ」
自体は和文に数多く指摘で
きるが 、「今夜」
の意味で推量の表

現とともに用いられ
る乙
とが
多い 。
右のような例はその転用であ

(
7)

 

り 、『平家物語』
やキリシタン資料にもみえる 。

なお 、
単に「きのふ」「夜」
などの表現ですませ
ている場合も多

栄花物語
初

@
源「昨日の風のまぎれに 、
中将は見奉りやしてむ 。
かの戸開

きたりしによ 。」

源氏物語
野分

⑫
源「夜の風の音は 、
如何聞召しつらむ 。
吹きみだり侍りしに

・・」

同右

かくて 、
和文では「夜前」
に対応する四語が類義語としてあるとわ

かるのである 。

なお 、「よベ」
とその変容 、
ないしは他の語の転用に
依存した和

文における表現は 、
大まかだといえるであろう 。
語形の全く迷う語

がなく 、
とのζとは 、
夜を分節してはいないからである 。
との点に

ついては 、
記録休の文章でも同線であっ
た 。「夜前」
は和語「よベ」

と同じ性格をもつわけである 。

以上 、「夜前」
をもたない漢文と和文とにお
ける「夜前」
に対応

する語の指摘によって 、「夜前」
が記録体の'X章に
特有の語である

と理解されるのである 。
同時に 、
漢文・
和文の
類義語との
対比か

ら 、
その怠味が大まかで概括的であると結論づけられるのである 。

讃

と乙で『今昔物語集』
にみえる例との関係が問題として残る 。
記

録休の文章の「夜前」
は 、『今昔物詩集』
からの影響では
ないかと

疑われるからである 。
との疑いが事実であるため
には 、『今昔物詩

集』
の例が古く 、
記録体の例が新しい乙とが言われなければならな

い 。
と乙ろが 、
記録体の文章で早く十世紀に二例指摘できるのであ

る 。
冒頭一
①のと 、『権記』
の次の例とである 。

@
寺所司並権別当律師林懐己講等来 、
逢 、
即謝律師
剖制無比ロ人

不対面之由

長保元・一
0・一

ただし 、
前掲一
①のには問題がある 。
実は 、
同じ事が『古事談』
に
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次
の
よ
う
に
見
え 、
「
夜
前」
が
正
し
い
例
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
の
で
あ
る 。

@

申
云 、
帥一
昨
日
出レ
自ニ中
宮- 。
道
順
朝
臣
相
共
向
愛
太
子
山 。

『
小
右
記』
の
「
夜
前」
が
『
古
事
談』
で
は
「一
昨
日」
と
な
る
の
で
あ
る 。

全
体
ζ
の
部
分
は 、
次
の
よ
う
な
内
容
に
な
る 。
内
大
臣
伊
周
は 、
長
徳
二

年
四
月
二
四
日
の
除
目
で
太
宰
権
帥
に
医
さ
れ
た 。
し
か
し 、
病
と
称
し
て中

宮
御
所
に
候
し
配
所
に
赴
か
ず 、
遂
に
は
逃
亡
す
る 。
そ
乙
で
捜
索
が
行
わ

れ 、
捕
え
ら
れ
た
頼
行
が 、
伊
周
の
行
方
を
尋
ね
ら
れ
て
答
え
る 、
そ
の
言
葉

の中
に
「
夜
前」
が
見
え
た
の
で
あ
る 。
『
古
事
談』
と
の
違
い
か
ら
は 、
両

例
と
も 、
引
用
文
の
形
式
を
採
っ
て
い
て
も
全
体
が
話
言
葉
そ
の
も
の
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る 。
『
小
右
記』
の
例
は
五
月
二
日
の
記
で
あ
る 。二
日
を
今
日

と
し
て
「
夜
前」
は一
日
の
夜
と
な
り 、
文
脈
は
通
じ
な
い
の
で
あ
る 。
し
か

し 、
「
夜
前」
は
頼
行
の
言
葉
だ
と
思
わ
れ
る 。
即
ち 、
捜
索
は
晦
目 、
頼
行

が
訊
問
さ
れ
た
の
は
五
月一
日
で 、
「
申
云」
以
下
は
そ
の
時
の
直
接
話
法
に

よ
る
表
現
で 、
問
題
に
な
る
「
去
晦
日」
は 、
頼
行
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
記
し

て
出
る
日
に
ち
の
ず
れ
を
正
す
た
め
に 、
筆
者
実
資
が
附
け
加
え
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る 。
『
古
事
談』
の
例
は 、
後
世
の
さ
か
し
ら
か
ら 、
以
上
の
不

都
合
を
「一
昨
日」
と
す
る
乙
と
で一
気
に
取
去
っ
て
し
ま
い 、
話
言
葉
「
夜

前」
は 、
そ
の
犠
牲
と
な
っ
て 、
取
除
か
れ
た
の
で
あ
る 。

以
上
の
例
に
続
い
て 、
十一
世
紀
K
入つ
て
は
次
第
に
そ
の
数
を
増
し 、

『
今
昔
物
語
集』
の
成
立
が
推
定
さ
れ
る
十
二
世
紀
に
な
れ
ば 、
さ
ら
に
多
く

の
用
例
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る 。
そ
れ
に 、
前
述
の
通
り
『
今
昔
物
語
集』
以

外
の
片
か
な
交
り
文
に
は 、
「
夜
前」
の
例
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る 。

か
く
て 、
以
上
の
二
点 、
「
夜
前」
が
『
今
昔
物
語
集』
成
立
以
前
か
ら
記

録
体
の
文
章
に
見
え
る
こ
と
と 、
『
今
昔
物
語
集』
以
外
の
片
か
な
交
り
文
に

は
見
当
ら
な
い
と
と
か
ら 、
記
録
体
の
文
章
の
「
夜
前」
は 、
片
か
な
交
り
文

か
ら
の
影
響
を
受
け
た
と
は
言
え
な
い
ば
か
り
か 、
逆
に 、
『
今
昔
物
語
集』

の
記
録
体
的
性
格
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る 。

「
夜
前」
は 、
記
録
体
の
文
章
の中
に
生
ま
れ 、
そ
の中
で
成
長
発
展
す
る

と
い
う
意
味
で
も 、
典
型
的
記
録
語
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る 。
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四

「
夜
前
」

の
性
格

(
イ)

「
夜
」

と
「
前」

と
の
結
合
に
み
た
性
格

「
夜
前」
は 、
形
式
上
二
字
漢
語
で
あ
る 。
二
字
漢
語
の
漢
字
二
字
の
結
合

(
8)

 

関
係
は 、
「
夜
前」
の
よ
う
な
実
辞
の
場
合
次
の
八
つ
が
考
え
ら
れ
る 。

-

主
語

述
語 、
2
述
語

補
語 、
3
修
飾
語

被
修
飾
語 、
4

並
列

5

選
択 、
6

時
間
的
継
続 、
7

従
属 、
8

上
下
同
義

右
の中
、

「
夜
前」
は 、
そ
の
意
味
に
関
連
さ
せ
て
ど
の
関
係
の
語
だ
ろ
う
か 。

可
能
性
が
あ
る
の
は 、
ー
か
3
か
で
あ
る 。
1
の
関
係
に
つ
い
て
漢
語
の
場

合 、
述
語
の
動
詞
は
そ
れ
自
体
「
t
す
る」
「
ー
で
あ
る」
を
意
味
す
る 。
「
夜

すす

前」
が
「
夜
が
前
む」
で
も
「
夜
は
前
で
あ
る」
の
意
味
で
も
な
い
点 、
「
夜

前」
は
漢
語
で
な
さ
そ
う
だ
と
考
え
ら
れ
る 。
3
の
関
係
に
つ
い
て
は 、
「
夜

の
前」
と
な
り 、
意
味
上
「
夜
自
体
の
前」
と
「
夜
の
前
の
方」
の
二
つ
が
考

え
ら
れ
る 。
し
か
し 、
前
者
は 、
「
夜
前」
が
夜
自
体
を
意
味
す
る
の
と
矛
盾

す
る 。
後
者
は
「
前
の
方 、
前
半
分」
に
し
ろ 、
指
す
内
容
が
夜
で
あ
る
点

「
夜
前」
の
意
味
と
矛
盾
し
な
い
ば
か
り
か 、
重
な
り
が
あ
る 。
す
な
わ
ち 、

「
夜
前」
は 、
「
夜」
と
「
前」
の
結
合
に
つ
い
て 、
修
飾・
被
修
飾
の
関
係
が

あ
り
そ
う
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

具
体
的
に
「
夜
前」
と
同
じ
「
l
前」
の
漢
語
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う 。

『
漢
和
大
字
典』
(
当
初

諮問
削
蹴
縦纂)
に
指
摘
で
き
る
乙
の
形
式
の
語
群
の
二
字
の

関
係
は 、
大
半
が
川
述
語・
補
語 、
同
修
飾・
被
修
飾
の
い
ず
れ
か
に
な
り
そ
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う
で
あ
る 。
二
つ
に
分
け
て
示
そ
う 。

川

御
前(
尊
貨
の
人
の
左
右
に
侍
る) 、
尽
前 、
歌
前 、
導
前 、
競
前 、
進

前 、
牽
前 、
忌
前 、
処
前 、
濠
前 、
昭
前 、
無
前
(
敵
す
る
も
の
が
な

例

目
前 、
眼
前 、
膝
前 、
望
前(
十
五
日
以
前) 、
鐙
前 、
駕
前 、
嬰
前 、

降
前 、
至
尊
前 、
万
乗
前 、
軒
綴
前 、
結
縄
前
(
以
上
連
休
修
飾) 、直

前 、
突
前 、
径
前 、
旅
前
(
群
を
な
し
て
進
む)
(
以
上
連
用
修
飾)

右
に
含
ま
れ
な
い
の
は 、
行
前一一訟
で
並
列
の
関
係
の
例
に
な
る 。
「
夜
前」

もらづ
き

に
近
い
語
に
同
の
「
望
前」
が
考
え
ら
れ
る
が 、
「
夜」
と
「
望」
と
で
は
意

味
上
の
差
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
『
大
漢
和
辞
典』
に
見
る
「
目

前」
が
適
合
す
る
語
で
あ
る
が 、
漢
語
と
し
て
は
「
太
陽
の
前
方」
の
意
味
で

あ
る 。
「
日」
が 、
「
夜」
と
同
じ
時
を
示
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る 。
以
上 、

「
i
前」
形
式
の
漢
語
と
し
て
み
て
「
夜
前」
は
特
異
な
語
で
あ
る
と
わ
か
る

の
で
あ
る 。

逆
に
「
夜
t」
形
式
の
語
を
み
よ
う 。
数
多
い
語
の中
で 、
「
夜
前」
の

，
.A

 

「
前」
と
同
じ
く
位
置
と
時
聞
に
関
す
る
漢
字
を
含
む
の
は 、
次
の
十
語
で
あ

る 。
二
字
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
て
示
そ
う 。

川

修
飾・
被
修
飾

夜
央・
夜中
・
夜
半・
夜
分 、
夜、
水・
夜
間・
夜
時

同

並
列

夜
旦・
夜
晩 、
夜
目
(
よ
る
の
乙
と)

「
夜
前」
に
適
合
す
る
の
は
刊
で 、
し
か
も
「
夜
央」
t「
夜
分」
の
四
語
で
あ

る 。
「
夜」
そ
の
も
の
の
分
節
に
係
わ
る
か
ら
で
あ
る 。
類
義
語
同士山
で
も
あ

る 。
ζ
れ
ら
に
準
じ
て 、
「
夜
前」
の
窓
は
「
夜
の
前
の
方」
と
な
る
が 、
「
前」

の
意
味
に
正
し
く
対
応
す
る
「
後」
に
接
す
る
「
夜
後」
は
見
出
せ
な
い 。
そ

れ
に 、
と
の
意
味
は 、
前
述
の
夜
前
の
意
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
ず
れ
が
あ
る 。

「
夜
前」
の
意
味
内
容
の
う
ち 、
「
夜
の
後
半」
が
は
み
出
て
し
ま
う
か
ら
で
あ

る 。
か
く
て 、
「
夜
t」
形
式
の
語
の中
に
あっ
て
も 、
「
夜
前」
は
他
に
例
を

見
な
い
独
自
な
語
と
言
え
よ
う 。

次
に 、
「
夜
前」
を
国
語
に
お
け
る
漢
語
と
い
う
視
点
か
ら
見
て
み
よ
う 。

「
夜
前」
は 、
意
味・
用
法
か
ら
名
詞
と
副
一詞
と
に
な
る 、
い
わ
ゆ
る
時
の
名

詞
で
あ
る 。
国
語
文
の中
で
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
漢
語
は 、
漢
語
の
形
容

語
で
あ
る 。
乙
の
形
容
語
を 、
山
田
孝
雄
博
士
は
そ
の
形
態
に
基
い
て
八
つ
に

(
9)

 

分
け
ら
れ
た 。
そ
の中
で
「
夜
前」
に
関
係
す
る
の
は 、
漢
詩
を
動
詞
「
と」

な
ど
を
伴
わ
ず
に
そ
の
ま
ま
の
形
で 、
国
語
の
副
詞
と
す
る
も
の
で 、
そ
の中

の
情
態
の
副
詞
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
場
合
で
あ
る 。
山
田
博
士
が
掲
げ
ら
れ

た
八
十
語
の中
で 、
形
式
上
「
夜
前」
と
同
じ
認
は
「
t
前
形
式」
の
「
最
前」

「
従
前」
の
二
語
で
あ
る 。
前
者
は
長
初・
最
先
の
窓 、
後
者
は
以
前・
乙
れ

ま
で
の
意
で 、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
ニ
字
相
互
の
関
係
は 、
と
も
に
「
上
な
る
観

(
叩)

念
が
従
に
し
て
下
な
る
観
念
が
主
な
る
窓」
の
場
合
で
あ
る 。
「
夜
前」
が 、

上
の
「
夜」
の
観
念
を
主
と
す
る
の
と
は
違
う
の
で
あ
る 。
国
語
に
お
け
る
漢

語
に
照
ら
し
て
み
て
も 、
「
夜
前」
は
特
異
な
の
で
あ
る 。

以
上 、
「
夜
前」
の
「
夜」
と
「
前」
の
結
合
は 、
漢
詩
に
倣
え
ば 、
修
飾

被
修
飾
の
関
係
が
考
え
ら
れ 、
そ
の
関
係
で
導
か
れ
た
意
味
「
夜
の
前
の
方」

に
し
て
も
「
夜
前」
の
意
味
と
ず
れ
が
あ
り 、
最
終
的
に
「
夜
前」
は 、
漢
語

に
例
を
見
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る 。
国
語
に
お
け
る
漢
語
に
つ
い

て
み
て
も
同
様
で
あ
っ
た 。
か
く
て 、
「
夜
前」
は 、
二
字
の
結
合
関
係
に
つ

い
て
他
に
例
を
見
な
い
和
製
漢
語
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る 。

な
お
漢
語
と
し
て
の
妥
当
な
結
合
関
係
か
ら
は 、
「
夜
前」
で
は
な
く
「
前

夜」
と
な
る
べ
き
な
の
で
あ
る 。
事
実 、
用
例
も
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る 。

①

制剖
宿ニ
広
文- 、
葉
響
竹
打レ
雪

〔
梅
莞
臣
直ニ
宿
広
文
舎
下-
詩〕
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記
録
語
と
の
深
い
関
係
が
考
え
ら
れ
た
『
今
昔
物
語
集』
に
も 、
次
の
よ
う
に

見
え
る
の
で
あ
る 。

②

其
ノ
母
前
ノ
夜
ノ
夢ニ
「:
:」
卜
見
テ
(
中
略)
夢
党
ヌ 。
(
中
略)

明
ル
朝ニ
:::

九
の
凶

記
録
休
の
文
章
に
は
凡
そ
み
え
ず 、
「
夜
前」
に
対
応
す
る
漢
語
の
「
昨
夕・

昨
夜」
は
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る 。
『
小
右
記』
か
ら 、
一
例
ず
つ
を
示
そ
う 。

①

明
順
朝
臣
云 、
脱
更
出
家
了 、
所
被
悩
昨
夕
弥
霊

長
徳
元・
四・

」
ノ

④

禅
閑
O
雌
跡
昨
日
入
滅 、
而
阿
副
有ニ
揺
動
気-
云
々

万
寿
四・
一

二
・
四

同
じ
『
小
右
記』
に
「
前
日」
も
み
え
る
の
で
あ
る 。

⑤

前
日
所
来
法
師
今
日
霊
来

正
暦
四・
三・
一
八

こ
の
よ
う
な
状
況
の中
で
は 、
記
録
体
の
文
章
に
「
前
夜」
が
採
用
さ
れ
て
よ

い
は
ず
で
あ
ろ
う 。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
用
い
ら
れ
ず 、
「
夜
前」
が
創
ら
れ

た
の
で
あ
る 。
以
上
の
事
実
は 、
記
録
語
の
存
在
を
私
極
的
に
認
め
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
乙
と
を
示
す
の
み
に
止
ま
ら
ず 、
記
録
語
の
本
質
が
ど
乙
に
あ
る
か
に

つ
い
て
も 、
示
唆
す
る
所
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る 。

( 

口

位
相
上
か
ら
み
た
性
格

「
夜
前」
が
位
相
的
に
み
て
ど
の
よ
う
な
判
格
の
語
な
の
か 、
そ
の
使
用
者

を
通
し
て
考
え
て
み
た
い 。

最
も
古
い
『
小
右
記』
の
例
は 、
前
述
の
通
り
伊
周
の
近
習
者
の
口
頭
語
で

あ
っ
た 。
高
い
身
分
の
者
の
言
葉
で
は
な
い
の
で
あ
る 。
今
ま
で
に
採
集
し
た

例
に
つ
い
て
み
よ
う 。
会
話
文中
の
例
の
話
の
主
体
は 、
次
の
辺
り
で
あ
る 。

イ

下
人一
広

左
経
記

長
元
七・
七・
一
七

ロ
中
務
少
輔
広
綱
水
左
記

承
暦
四・
三
了
二
五

ハ

為
隆

殿
暦

康
和
五・
九・
二
六

ニ

頭
弁

中
右
記

長
治
二・
正・
朔

ホ

下
人
等

明
月
記

建
久
三・
三・
六

ζ
れ
ら
を
除
い
た
八
十
余
例
は 、
消
息
文
を
含
め
て
地
の
文中
に
み
え
る
も
の

で
あ
る 。
数
少
い
会
話
文中
の
右
の
例
の
話
手
は 、
い
ず
れ
も
高
位
の
貴
族
で

は
な
い 。
イ
ホ
の
下
人
は
勿
論 、
広
綱
は
五
位
上 、
為
的限
は 、
『
尊
卑
分
脈』

に
よ
る
と 、
参
議
な
ど
を
経
て
大
蔵
卿
に
な
っ
た
人
で 、
こ
の
二
七
年
後
に
亡

く
な
り 、
最
高
位
は
従
三
位
で
あ
る 。
頭
弁
は
弁
官
で
蔵
人
頭
に
任
じ
ら
れ
た

者
を
言
い 、
五
位
で
あ
る 。
貴
族
社
会
で
の 、
い
わ
ば中
流
の
人
や 、
低
い
身

分
の
人
々
の 、
「
夜
前」
は
口
頭
認
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る 。

乙
う
考
え
る
乙
と
を
支
援
す
る
事
実
が一
つ
あ
る 。
「
夜
前」
最
古
の
例
の

あ
る
『
小
右
記』
と
時
代
が
重
な
る
『
御
堂
関
白
記』
に
は 、
「
夜
前」
が
な

い
と
と
で
あ
る 。
自
由
な
筆
致
で
口
頭
語 、
男
子
の
乙
と
ば
を
数
多
く
用
い
て

(
U)

 

い
る
道
長
の
日
記
に 、
全
く
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る 。
もっ
と
も 、
大
日
本
古

記
録
本
に
は一
例
指
摘
で
き
る 。

(
報
カ)

⑥

雌
有
悩
気 、
今
日
相
扶
参
入 、
是
夜
前
師
恩
有
此
度 、
の
所
参
也
云
々

寛
弘
四・
三・
一
九

し
か
し 、
乙
れ
は
注
記
が
あ
る
よ
う
に
「
夜」
が
「
報」
の
誤
り
と
考
え
ら
れ

る 。
右
の
文
は 、
道
長
を
始
め
当
時
の
上
流
貴
族
問
に
重
用
さ
れ
て
い
た
観
修

の
話
言
葉
で 、
彼
は
前
師
余
慶
の
議
号
の
慶
を
申
す
の
に
参
内
し
た
の
で
あ

る 。
天
台
宗
止
観
業
相
承
に
つ
い
て 、
観
修
は
余
曲伎
の
第一
の
弟
子
な
の
で
あ

る 。
さ
ら
に 、
ζ
の
部
分
は
自
筆
本
が
な
く 、
底
本
は
平
松
本
で
誤
写
の
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

な
お 、
御
堂
関
白
道
長
を
始
め 、
高
位
貴
族
の
「
夜
前」
に
当
る
口
頭
語
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平安時代の記録語の性格

は 、
昨
夜・
夜
部
が
普
通
で
あ
っ
た 。
次
の
通
り
で
あ
る 。

⑦
(
師
輔)
令
市
云 、
昨
夜
位
記
奉
殿
上
了
云
々

九
暦

正・
二
四

③

右
大
臣
来
云
昨
夜
家
仰
云

貞
信
公
記

天
慶
八・
一一
了
三
O

③

広
業
朝
臣
来
門
外
云 、
夜
部
右
衛
門
督
辞
状
返
給
者

御
堂
関
白
記

寛
弘
二
・
一
0・
五

(
頼
通)

|||

⑮

関
白
殿
被
仰
云 、
夜
部
僧
綱
召 、
左
大
臣
被
奉
行

左
経
記

寛
仁

四・
二
了
一

「
夜
前」
が 、
中
流
貴
族
以
下
の
人
々
の
口
頭
語
だ
っ
た
と
い
う
右
の
推
測
を 、

『
今
昔
物
語
集』
の
「
夜
前」
に
つ
い
て
吟
味
し
て
み
よ
う 。

全
体
三
五
例中
、

会
話
文中
の
例
は一
二
例
あ
り 、
そ
の
発
話
者
は
次
の
通

り
で
あ
る 。

一

貴
族
で
あ
る
も
の

4
人
4
例

太
宰
帥
(
藤
原
山
陰 、

正
五
位
上)

、

上
総
守
(
平
兼
忠 、

従
五
位
上)

、

正
親
大
夫
(
正
親
の
正
で
五
位
で
あ
る
が 、
『
百
奴
釧
要
抄』

で
は
地
下

の
五
位
と
あ
る
)
、

祖
守
主
(
本
文
に
殿
上
モ

不

被

許
ザ
リ
ケ
レ
パ

と
あ

る
)

二

僧

3
人
4
例

登
照・
義
覚
そ
れ
に
女
法
師

三

侍
と
そ
れ
に
準
ず
る
者

4
人
6
例

年
若
い
男
(
侍
ノ
程
と
あ
る
)
、

長
シ
キ
郎

等
で

使
(
判
官
代
の
敵
か
ら

の
)
、

中
大
夫
(
宮
司
の
甥)

四

庶
民

7
人
7
例

里
人 、
船
人 、
短 、
中
将
家
人 、
単
に
人

右
の中
で 、
藤
原
山
陰
の
場
合
は 、
彼
が
仁
和
四
年
(
八
八
八)
に
死
ん
で
お

承
平
五

り 、
直
接
「
夜
前」
を
口
に
し
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い 。
し
か
し 、
『
今
昔
物

語
集』
が
編
ま
れ
た
当
時 、
彼
が
口
に
し
た 、
又
は
口
に
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し

い
と
考
え
ら
れ
た
と
し
て 、
不
都
合
は
な
い
で
あ
ろ
う 。
な
お 、
性
別
に
関
し

て
は 、
男
性
が
多
く
二
人
の
女
性
も
婚
で
あ
っ
た 。
「
夜
前」
は
女
性
に
は
係

わ
り
の
浮
い
語
と42守え
よ
う 。

右
の
吟
味
を
通
じ
て 、
先
の
記
録
体
の
文
章
の
例
か
ら
の
結
論
に
対
し 、

「
夜
前」
は
庶
民
の
問
に
広
が
り
を
も
ち 、
男
性
語
的
性
格
を
強
く
す
る
と
い

う
二
点
が
附
け
加
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う 。
同
時
に 、
記
録
体
の
文
章
の
「
夜

前」
の
例
は 、
会
話
文中
で
は
口
頭
語
を
そ
の
ま
ま
写
し 、
地
の
文中
で
は
口

頭
語
を
積
極
的
に
文
章
語
と
し
て
用
い
た
も
の
で 、
記
録
体
の
文
章
の
口
頭
語

的
性
格
を
意
味
す
る
の
が
「
夜
前」
で
あ
る 、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

最
後
に 、
「
夜
前」
が
当
時
の
口
頭
語
で
あ
る
乙
と
は 、
『
今
昔
物
語
集』
の

例
が
すべ
て
編
者
自
身
の
用
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
も 、
確
認
で
き
る
の
で
あ

λ三個
々
の
例
に
つ
い
て 、
出
典
と
の
関
係
を
調
べ
る
と 、
次
の
よ
う
な
結
果
に

な
る 。

一

出
典
未
詳
の
説
話
に
あ
る
μ
例
(
地
の
文
中
日
・
会
話
文
中
は
以
下
同

じ)
二

出
典
の
あ
る
場
合
口
例

-

該
当
の
箇
所
が
見
当
ら
な
い
2
(
1
・
1)

2

該
当
の
箇
所
が
あ
る
場
合

イ
「
夜
前」
に
無
関
係
3
(1
・
2)

ロ
「
夜
前」
に
関
係
す
る

ω

対
応
し
な
い

2

(
2
・

0
)
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ω

対
応
す
る

4
(
0
・
4)

全
体
の
七
割
近
く
が
出
典
未
詳
の
話
に
あ
る 。
出
典
が
あ
り 、
該
当
箇
所
が

「
夜
前」
と
対
応
す
る
の
は
四
例
あ
る
が 、
次
に
示
す
巡
り
「
夜
前」
で
は
な
い

の
で
あ
る 。
出
曲聞
に
依
存
し
た
「
夜
前」
は
な
い
わ
け
で
あ
る 。
つ
い
て
は 、

出
典
未
詳
の
話
の
例
も 、
同
様
に
出
典
に
依
存
し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な

い 。
結
局 、
「
夜
前」
は
編
者
固
有
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。
ω
の

対
応
す
る
例
だ
け
を
示
し
て
お
こ
う 。

⑪

明
ル
朝ニ
里
ノ
人
各
互
ニ
問
テ
云
ク 、
「

剖制 、
松
尾
ノ
山
寺ニ
俄
ニ

大
ナ
ル
光
有
リ
キ

一
五
の
回

明
朝
里
人
互
相
向
云 。
昨
夜
松
尾
山
寺
忽
有
大
光

日
本
往
生
極
楽

記

二
九

⑫

使
返
テ
云
ク 、
「
夜
前 、
段
々
ニ
殺
セ
ル
所
ノ
判
官
代 、
一
分
ノ
庇
元

シ
テ
有
リ」
卜

一
六
の
3

怨
家
之
人
往
判
官
代
家 。
見
聞
案
内 。
夜
部
如
践
催
破
殺
人 。
無一
分

庇
執
作
世
事

日
本
法
華
験
記

下

⑬
「
我
等
(中
略)
夜
前 、
不
思
係
ズ 、
相
ヒ
ロ
シ
テ
此
ノ
的
ニ
来
ル
事

ハ
:::」

一
六
の
お

我
等
(
中
略)
未
曽
来
望 。
去
夜
議
定
今
朝
俄
来

日
本
法
華
験
記

下
⑬

人
有
テ 、
「
夜
前
ノ
成
時ニ 、
中
将ハ
早
ウ
失
給
ヒ
ニ
キ 。」
土玄
へ

バ

一
五
の
必

到
来
彼
宅
間
存
不 。
時
今
夜
成
時
入
滅
云
々

日
本
法
務
験
記

下

編
者
は 、
漢
語・
和
語
の
「
昨
夜・
夜
部・
今
夜・
去
夜」
を
避
け
て 、
当
時

の
男
性
の
口
頭
語
「
夜
前」
を
用
い
た
の
で
あ
る 。
⑫
⑬
は 、
地
の
文中
の
例

を 、
会
話
文中
の
「
夜
前」
に
置
換
え
て
い
る
の
で
あ
る 。

ま

め
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と

今
ま
で
の
考
察
か
ら 、
「
夜
前」
に
つ
い
て
次
の
三
点
が
ま
と
め
と
し
て
言

え
る
で
あ
ろ
う 。

一

「
夜
前」
は 、
次
の
二
点
か
ら
典
型
的
記
録
語
で
あ
る
と
い
え
る 。

1

記
録
体
の
文
章
に
数
多
く
見
え 、
渓
文・
和
文
に
は
例
が
な
い 。

2

漢
文
の
「
夜
前」
の
類
義
語
に
は 、
「
昨
夜・
昨
宵・
昨
夕・
昨
晩・

昨
暮」
が
あ
り 、
和
文
で
は 、
「
よ
べ
・
よ
ん
ベ
・
こ
よ
ひ」
が
用
い

ら
れ
る 。

二
「
夜
前」
は 、
夜
明
け
後 、
日
暮
ま
で
を
主
と
し
て
夜
半
に
至
る
ま
で

の
問
に
行
う 、
そ
の
前
最
初
の
日
暮
か
ら
夜
明
け
ま
で
の
全
体
な
い
し
は

一
部
の
時
間
を
怠
味
す
る 。

三
「
夜
前」
の
性
格
に
つ
い
て 、
次
の
三
点
が
考
え
ら
れ
る 。

-
「
夜
前」
の
窓
味
は 、
和
文
の
類
義
語
と
同
様
大
ま
か
で
あ
る 。
渓

文
の
類
義
語
に
は
意
味
分
担
が
あ
り 、
分
析
的
な
語
を
含
む 。

2
「
夜
前」
の
「
夜」
と
「
前」
と
の
結
合
関
係
は 、
意
味
を
も
考
慮

し
て
漢
詩
(
国
語
に
お
け
る
談
話
を
合
む)
に
は
例
が
な
く 、
和
製
漢

詩
で
あ
る 。

3
「
夜
前」
は 、
中
流
以
下
の
貴
族
か
ら一
般
庶
民
の
間
K
広
く
伎
わ

れ
た 、
男
性中
心
の
口
頭
語
で
あ
る 。

右
の
三
は 、
「
夜
前」
が
記
録
体
の
文
章
に
特
有
の
語
で
あ
る
乙
と
か
ら 、
そ

の
ま
ま
記
録
語
の一
般
的
性
格
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る 。

本一析
に
よ
っ
て 、
記
録
語
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
諮
で
あ
る
か 、
成
立
当
初

の
平
安
時
代
で
の
様
相
が
わ
ず
か
な
が
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
か
と
思
う 。
乙
の



よ
う
な
記
録
語
が
ど
の
程
度
あ
り 、
ど
の
よ
う
な
広
が
り
を
も
ち 、
ど
の
よ
う

な
意
味
を
帯
び
る
の
か 、
又 、
次
の
時
代
以
後 、
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
辿
る
の

か
な
ど 、
考
え
る
べ
き
と
と
は
多
い 。
し
か
も 、
「
夜
前」
を
含
め
て
方
言
と

(
ロ)

の
係
わ
り
も
あ
り 、
乙
れ
ら
に
つ
い
て
の
ま
と
め
を
今
後
に
期
し
た
い
と
考
え

て
い
る 。

平 安 時代の 記録語 の 性 格

(
注)
(
1
)

 

(
2
)

 

記
録誼聞
を
全
体
的
に
定
義
す
る
も
の
で
は
な
い 。

先
学
の
研
究
を
踏
ま
え
て 、
峯
岸
明
氏
が
用
字
法
の
刻
明
な
調
査
に

基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
数
々
の
論
考
が
注
目
さ
れ
る 。
「
平
安
時
代

記
録
資
料
に
お
け
る
『
而』
字
の
用
法
に
つ
い
て
||記

録
語
研
究の一

方法
||」

(『
国
語
学』
臼) 、
「
平
安
時
代
記
録
資
料
に
お
け
る
疑
問

助
字
の
用
法
に
つ
い
て
11「欺」

字の
用
法
を
中心に
|l」

(『
国
語
学』

n) 、
「
よ
も
す
が
ら
用
字
考
||
平
安
時
代
記
録
資
料
を
対
象
と
し
て
||」

(『
国
語
と
国
文
学』
昭
U
・
6)
な
ど 。
他
に 、
船
城
俊
太
郎
氏

「
変
体
漢
文
の
『
併』
字」
(『
国
語
学』
回) 、
原
栄一
氏
「
変
体
漢

文
副
詞
断
片

||『日
本
往生
極
楽記』『
大日
本法
華
験
記』
||」

(『
金
沢
大
学

教
養
部
論
集・
人
文
科
学
筋
九』) 、
小
山
登
久
氏
「
公
家
日
記
に
見

え
る
『
寂
然』
と
『
随
形(帥
住 し)』
に
つ
い
て
||記

録
語
研
究ノ
l
ト

ω
||」 、

拙
稿
「
連
体
詞
『
さ
せ
る』
の
文
章
史
的
性
格」
(『
文
法』

第
二
巻
第
二
号)

築
島
裕
博
士
は
「
嬰
穫
漢
文
研
究
の
構
想」
(『
平
安
時
代
の
漢
文
訓

讃
語
に
つ
き
て
の
研
究』
第
七
章
第
三
節)
の
中
で
漢
文
と
の
共
通

点
と
相
違
点
と
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る 。

「
平
安
時
代
の
記
録
体
の
文
章
の
性
格
||『
別』
を
含
む
語
葉
を
め
ぐ
っ

て
|」

(『
日
本
文
学
ノ
l
ト』

第
七
号) 、
「
記
録
体
の
文
章
に
お

け
る
連
体
格
の
『
別』」
(『
国
語
学
研
究』
ロ)

と
の
点
に
つ
い
て
も
峯
岸
明
氏
が
早
く
「
今北百
物
語
集
に
お
け
る
変

休
漢
文
の
影
響
に
つ
い
て
「
|t『
問』
の
用
法
を
め
ぐっ
て

||」
(『
国
語

(
3
)

 

4 
(
5)
 

学』
お)
で
指
摘
さ
れ
て
以
来
論
じ
ら
れ
て
お
り 、
山
口
佳
紀
「
今

昔
物
語
集
表
記
法
管
見」
(『
国
語
と
国
文
学』
昭
川町
・

ロ) 、
「
今
昔

物
語
集
の
文
体
基
訓
に
つ
い
て
ll『
由
(
ヨ
シ)』
の
用
法
を
通
し
て

11」

(『
国
語
学』
町) 、
「
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
『
以
テ』
の
用
法」
(
東

京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
紀
要
必) 、
峯
岸
氏
「
今
昔
物
語
集
に

お
け
る
漢
字
の
用
法
に
関
す
る一
試
論
〔一
〕

||副
詞の
漢
字表
記を
中

心に
||(『

国
語
学』
倒)
な
ど 、
触
れ
る
論
考
は
少
く
な
い 。

以
下
の
各
字
の
意
味
は
『
大
漢
和
辞
典』
を
参
照
し
て
ま
と
め
た 。

金
田一
春
彦
博
士
「
索
引
と
語
釈
||平

家
物
語を
例に
とっ
て
||」

〔一

六〕
乙
よ
ひ
H

前
夜
(『
平
家
物
語
総
索
引』
所
収) 、
福
応
邦
道
氏

の
書
評
「
土
井
忠
生
著
吉
利
支
丹
文
献
考」(『
国
語
学』
日
の
即
ベ)

小
川
珠
樹・
西
田
太一
郎
『
漢
文
入
門』
日
ベ

『
国
語
の
中
に
於
け
る
漢
語
の
研
究』
担
ベ

同
右
主口
却
ぺ

佐
藤
喜
代
治
先
生「
御
堂
関
白
記
の
文
章」
(『
日
本
文
章
史
の
研
究』

所
収)
m
ぺ

『
近
世
上
方
語
辞
典』
や
『
全
国
方
言
辞
典』
な
ど
の
記
述
か
ら
想

定
さ
れ
て
は
い
た
が 、
昭
m同
年
春
の
国
語
学
会
の
懇
親
会
の
席
で 、

佐
治
圭
三
氏
よ
り
直
接
「
関
西
で
は
年
配
の
方
の
と
と
ば
に
普
通
に

聞
け
る」
旨
の
御
教一示
を
得
た 。

な
お 、
引
用
文
献
名
や
文
章
中
の
漢
字
を 、
通
行
の
も
の
や
同
意
の
別
字

で
置
換
え
た
も
の
が
あ
る
こ
と
を
お
と
と
わ
り
す
る 。

〔
附
記〕

本
稿
は 、
昭
和
四
八
年
秋
の
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
に
お
い
て
発
表
し

た
際
の
原
稿
を
も
と
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る 。
発
表
の
際 、
遠
藤
嘉

基 、
大
野皿田
両
博
士
が
御
質
問
下
さ
り 、
改
稿
に
当
っ
て
示
唆
を
得
た 。

記
し
て
感
謝
の
窓
を
表
す
る 。
成
稿
後 、
佐
藤
喜
代
治
先
生
に
ど
閲
読
願

ぃ 、
御
教
示 、
御
意
見
を
い
た
だ
き 、
そ
れ
に
よ
っ
て
書
き
改
め
た
所
が

あ
る 。
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
る 。

||
宮
城
学
院
女
子
大
学
助
教
授

||

(
6)
 

(
7
)

 

(
8
)

 

(
9
)

 

(
叩)

(
日)12 
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